
現代祉会の基層を醸成したオリエントの古代文明は、多彩な環境の下で暮らす数々の人間集団がそれぞれの役割を果たして興りました。とりわけ

レヴァントと呼ばれる地中海東岸地域は、西アジア特有の複雑な自然環境下にあるうえ、文明の表舞台であるティグリス・ユーフラテスとナイルの

両大河涜域に挟まれ、地中海や死海地溝帯といった交通の大動脈を有する、地勢的にも異彩を放つ地域です。また、文明への出発点ともいえる定住

農耕生活の開始をはじめ、先史時代において多くの人類史的革新を生み出したことでも知られています。

このたびの機会では、レヴァントの先史文化に焦点を絞り、現地調査に携わる考古学者に様々 な環境下にみられる物質文化の比較という観点から

研究成果をお話しいただくことで、この地の特異な環境とヒトとの相互作用が人類史の展開にもたらした影響について理解を深めたく思います。
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